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つくば市における湖沼灌概の発達と

　　　　灌概システムの統合化

田林　明

I　はしがき

　農業水利は日本の稲作存立の基本的条件であ

り，稲作地域形成に本源的な役割を果たしてきた。

そこで，農業水利の地域差とその条件の分析を通

して，その地域の性格を探ることの意義は大きい

と考えられる。日本の稲作地域では明治期以降，

特に第2次世界大戦後の農業水利事業の実施によ

り，水利施設は改善され，配水は合理化され，水

利組織は再編された。筆者はすでに北陸地方の扇

状地性平野の比較研究によって，河川灌概システ

ムの変化を空間的側面から考察した1）。これに

よって明らかになった灌概システム変化の一般的

な傾向としては，（ユ）小規模で個々に並存する

性格が強かった灌概システムが統合され，規模が

拡大され，重層化されること，（2）水管理が個々

の農民の手から離れ，行政体や公的組織に移るこ

と，（3）農業用水を得るために農民が労力や時

問を直接投下しないために，水への関心が薄れて

いることがあげられる。

　このような灌概システムの構造的変化を空間的

な側面から捉えると，まさに「統合化」と呼ぶに

ふさわしい状況である。日本の主要な灌概システ

ムの類型としては，河川灌概システムのほか溝渠

（クリーク）・溜池・　　・地下水・漢流・天水

灌概システムなどがあるが2），ここでは近年発展

したものであり，人工的性格が強く，それ以前の

状況ときわめて大きな変化がみられた湖沼灌概シ

ステムを取り上げ，その形成と灌概システムの統

合化の特徴を，すでに明らかにした河川灌概シス

テムと溜池灌概システムを比較することによって

予察的に考察する。

　湖沼灌概については，すでに堀内義隆によって

琵琶湖の湖東平野の事例が検討されており，かつ

ては，湖から溝を掘り，そこから田桶や振釣瓶，

足踏水車，龍骨車で揚水し灌概していたものが，

明治期の淀川改修による湖面の低下や第2次世界

大戦中の労働力不足，戦後の農民の資本蓄積に

よって，動力化がすすめられたことが明らかにさ

れている3）。また，竹内常行も琵琶湖沿岸で第2

次世界大戦後完成した，びわ湖揚水，長浜市南部，

水茎，愛西の各土地改良区の湖沼灌概の実態につ

いて記述している4）。霞ヶ浦周辺の湖沼灌概や5），

猪苗代湖から取水する安積疎水についての記述も

多い6）。これらの研究も踏まえて，他の灌概シス

テムとの比較を空間的な側面から行い，湖沼灌概

システムの特徴を明らかにする。

皿　つくぱ市域における伝統的灌激システム

　皿一1　西谷田川流域

　つくば市域の水田の大部分は標高20～30mの筑

波台地を侵食して東南に流下する花室川や乙戸

川，小野川，東谷田川，西谷田川などの小河川沿

岸にある谷津田状の耕地である。水田が開かれて

る谷津と台地との比高が5～8㎜にもおよぶ北部

では，かなりの平地林が残されていた台地の基部

からの湧水が豊富であった。これを個人的あるい

は数戸の農家が共同で引水し，灌概のために利用

していた。ところが，南部にいくにつれて台地と

低地の比高が小さくなり湧水が少なくなるため，
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集落単位で溜池をつくりそれを利用していたが，

小規模で利用価値は低くかった。全体として，つ

くば市域の水田は基本的には天水田であり，頻繁

に早魅の被害をうけた。また，恒常的に用水が不

足するため，非灌概期にも常に水田に湛水してお

く湿田が多く，その生産性は低かった。

　例えば花室川沿いのつくば市妻木地区でも，大

部分が天水田であった。！か所に30～40aの水田

をまととめて所有している農民は，早魅にそなえ

て深さ3mほどの野井戸を掘り，1問（1．8m）四

方程度の木枠をつくり，そこからはね釣瓶で早魅

時に補給水を得ていた。つくば市金田地区では，

風車を用いて井戸から揚水していた。妻木地区で

は谷津の谷頭に松見池と追越池の2つの小溜池が

あり，この水も干天時には集落の協議により解放

されたが，利用できるのは1週間から！0日程度で

あった。

　つくば市島名地区の農民は東谷田川と西谷田川

の流域の水田を耕作していた。いずれの流域でも，

水田が広がる低地と周辺の台地との比高が大きい

ために，通常時は湧水が多く，それを利用して灌

概をしていた。台地の基部の湧水がでる池を利用

していた農家も多い。O農家ではこのような池を

7戸の農家と共同で利用して，この農家の耕作地

1．2haを含む約3haの西谷田川ぞいの水田を灌概

していた。池は6坪程度で大きくなかったが，水

量は豊富であった。それでも灌概用水が不足する

場合は，排水河川である西谷剛11からこの地方で

「ゴイ」と呼ばれる龍骨車を利用したり，足踏水

車を用いて揚水していた。2時間程度の「ゴイ」

の操作によっても，8～10aの水田に揚水するの

がやっとで，これは炎天下の重労働であった。

　○農家の利用していた湧水池の維持管理は，8

戸の農家が共同で行っていた。毎年2月15日頃池

とそこからの導水路の落葉や泥を除去して，清掃

をした。これを「タニハライ」と呼んでいた。そ

の後この池に種粗の俵を！週間程度沈めて「浸水」

を行った。普段の用水使用の規制はなく，それぞ

れが自由に各自の水田に引水していた。この当時

の田は湿田が多く，機械耕作に適さず，もっぱら

万能たよる手作業が主体であり，また収穫時には

田下駄や田舟を使っていた。この湧水も10年に1

度は枯渇するような早魅があり，その際には干害

が著しかった。この当時，集落として用水を維持

管理するということはなく，そのことは受益者グ

ループにまかされていた。

　皿一2　小野川流域

　小野川流域では湧水が少なかったため，沿岸の

550haに関係する26の集落が，それぞれ1つまた

は複数の溜池をもち，それを利用していた（第1

図）。たとえばつくば市南中妻の集落では，昭和

初期まで現在農林研究団地となっている平地林の

中に約3haの面積の溜池をもち，約20ha水田を

灌概していた。この溜池は周辺の平地林からしみ

出る地下水によって酒養されていたため，5月の

上旬から始まる苗代作業，5月20日頃からの耕起，

そして6月10～！5日ころの田植と使用していって

も，通常は枯渇しなかった。もっとも当時は排水

が悪い湿田が多かったため，必要水量も少なくて

すんだ。

　また，現在の小野崎，松野木，上原，館野，横

場，中内，申妻，西大沼の水田のうち36haは，

約！2haの広さの洞峯沼によって灌概されていた。

洞峯沼の貯水能力は流域の水田を灌概するのに十

分であったが，上流部と下流部の対立が激しく，

そのため沼の維持管理が十分できず，昭和初期に

は荒れるにまかされていた。そのため，沼からの

漏水が著しく，さらに導水路の整備も悪かったた

め，しばしば干害をうけるようになった。これら

のことを解決しようとしたのが，洞峯沼の改良と

導水路の改修事業で，洞峯沼耕地整理組合によっ

てユ932年（昭和7）に，沼のうち5haの水田化

と残りの部分の水深を深くすること，水路の改修

が完成した7）。

　1933・34年（昭和8・9）の大早魅の際には，

小野川流域が最も大きな被害を受けた。もともと

常習的な干害地域だったうえに8），平地林開墾が

進むにつれ地下水が枯渇し，溜池の貯水量が滅少

したことが被害を大きくしたといわれている。そ
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㌧排水河川（小野川）

第1図 小野川流域における灌概の変化
（陸地測量部発行迅速図および国土地理院発行

2．5万分の1地形図，聞き取りにより作成）

こで県は霞ヶ浦からの用水補給を考え，県営事業

として桜川下流部の中高津に揚水機場を建設し，

そこから8kmの導水路によって灌概するように

なった。この事業が完成したのは1938年（昭和13）

のことであり，当時は画期的な事業であり，霞ヶ

浦周辺で現在機能を果たしている多くの湖沼灌概

システムの先駆けとなる事業であった。総事業費

18万円のうち75％は国と県の補助であったが，

25％は地元負担であった。その後，小野川流域で

は干害はほとんどなくなり，溜池も使用されなく

なったg）。

皿　土浦市外十五ヶ町村用水の建設と灌激システ

　　ムの近代化’

孤一1　土浦市外十五ケ町村用水の建設

現在のつくば市にあたる地域の水田は，洪積台

地を侵食する小河川沿いの谷津状のもので，すで

に述べた小野川流域をのぞいては，第2次世界大

戦後も天水に強く依存していた。，そのためしばし

ば干害をうけ，生産性は低かった。このような状

況が大きく改善されるのが，県営事業として1952

年に着工され1968年に完成した土浦市外十五ヶ町

村用水事業による霞ヶ浦からの揚水施設の操業開

始であった。

　土浦市外十五ヶ町村用水は桜川の河口から

3．5k㎜上流に取水点を設け，それより850狐導水

し，そこの桜川第ユ機場で4台の渦巻ポンプで

5．03m3の水量を3！mの高さまで揚水する（第2

図）。さらに32km送水した広岡地区で，北部を灌

概する一の矢幹線水路10．39kmと西部を灌概する

谷田部幹線水路8，104kmに分かれる。一の矢幹線

水路も谷田部幹線水路も途中で2段揚水し，さら
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第2図 土浦外十五ヶ町村用水灌概地域
（土浦外十五ヶ町村土地改良区資料により作成）

にそこから前者は苅問，遠東，台坪，大曽根，篠

崎の5支線を，後者からは中山，．板橋の2支線を

分岐している。また，1975年にすでに述べた小野

川用水と合併したため，広岡地区で谷田部小野川

幹線を分岐するようになった。幹線用水路には8

つの主要揚水機場と，それより小規模な42の機場

が設けられている。

　幹線用水路と揚水機場は，土浦市外十五ヶ町村

土地改良区によって直接管理されている。1990年

の土地改良区の組合員は6，662人を数え，関係面

積は2，雀94haであった。当初の計画灌概面積は

3，973haであったから，40％近くの面積が研究学

園都市の建設やその後の都市化によって減少した

ことになる。4月20日に給水が開始され，8月20

日頃に給水が終わる。この間，4人の土浦市外十

五ヶ町村土地改良区の工務用水係と4人の臨時監

視員が主要施設の維持管理にあたる。また，8つ

の主要機場は特別高圧機場であるので，資格を

持った8人の運転管理者が用水期間中監視するこ

とになる。

　これ以外の支線用水路や小規模な揚水機場の維

持管理は，流域ごとや過去の土地基盤整備事業の

実施範囲にもとづいてつくられている維持管理委

員会にまかされている。すでに述べた西谷田川流

域は西谷田jl1維持管理委員会，小野川流域は谷田

部小野川維持管理委員会の管轄である。土浦市外
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十五ヶ町村土地改良区では，それらの維持管理委

員会をとおして，本区とよばれる土地改良区自体

の必要経費と，維持管理委員会に必要な経費をと

もに賦課金として集め，維持管理委員会の分はそ

のまま交付している。

　皿一2　灌概施設と管理組織

　西谷田川流域には現在約520戸の農家があり，

210haの水田が土浦市外十五ヶ町村用水から灌概

用水を供給されている。この地区では土浦市外十

五ヶ町村用水事業の完成前後の1967年から1968年

にかけて，団体営で土地改良事業が実施され，区

画整理と道路と排水路の整備が行われ（写真ユ），

さらに用水路はパイプラインとされ，蛇口をひね

れば用水が得られるようになった（写真2）。こ

写真1　西谷田川流域の排水路

　　　　（ユ991年11月撮影）

写真2一パイプライン灌概の蛇口

　　　　（1991年5月撮影）

の結果米の収量は上昇し，機械の導入が可能とな

ることによって農作業の省力化が進み，大規模経

営の可能性がでてきた。安定した用水が得られる

ようになった反面，経費の負担額も大きくなった。

　この西谷田」■1流域の水田には島名地区と真瀬地

区，谷田部地区の26の集落が関係しており，それ

ぞれの集落から灌概面積に応じて，2～3人の管

理委員がでている。それらの中から島名地区に1

人，真瀬地区に1人，谷田部地区に4人の割合で

役員が選ばれ，委員長と副委員長，会計，幹事を

つとめる。さらに6人が代議員として役員と同じ

割合で各地区から選出され，これと役員とで西谷

田川管理委員会を運営している。管理委員会の主

要な仕事は，流域の灌概施設の維持管理と水利調

整，さらに土浦市外十五ヶ町村土地改良区の賦金

の徴収である。地区内には土浦市外十五ヶ町村土

地改良区が直接管理している機場の外に，小規模

なもの7つ，大規模なもの7つが設けられ，直接

これらの施設に関わる集落に依頼して機場当番が

決められ，用水期間中は監視されている。

　西谷田川管理委員会の主要行事としては，1月

下旬に開かれる管理委員会の総会がまずあげられ

る。ここでは事業報告と会計報告がされ，当面の

問題である常磐新線沿線開発の影響などについて

話合われる。総会には54人の管理委員全員が出席

することになっている。その後随時！2人の役員と

代議員があつまって問題を処理することになって

いるが，3月中旬には「機場見回り」をこの12人

で行う。6月から7月にかけても同様のことをも

う！度行う。この地区では，地区内の維持管理費

用と土浦市外十五ヶ町村土地改良区への賦課金も

含めて，年間10a当り12，300円を徴収することに

なっている。

　つくば市の小野川流域でも支線用水路と23の揚

水機場の維持管理は，谷田部小野川管理委員会に

よって行われる。西谷田川の場合と同様にそれぞ

れの集落から1～2人，合計35名の管理委員が選

出され，その互選で委員長と副委員長，会計がそ

れぞれ1人，幹事が4人決められる。この選出単

位は，旧小野川村の小学校の3つの分教場と本校
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の校区であった，南部，中部，北部，西部が基本

になっている。役員は4年で改選されることに

なっており，すべてが土浦市外十五ヶ町村土地改

良区の理事か総代である。

　この管理委員会はユ975年まで独立した土地改良

区であったが，現在では他の地区と同様に土浦市

外十五ヶ町村土地改良区の1つの下部機構になっ

ている。管理委員会は年間2回開かれることに

なっており，2月末には事業報告と予算，決算が

検討され，10月には管理委員の手当がないかわり

に1泊2日で旅行をすることになっている。4月

に給水が開始されると，支線は集落ごとに協議し

て給水開始の日程を決める。用水路の清掃などは，

集落がそれぞれ日を決めて実施している。揚水機

場は関係する集落に管理人を決めてもらい，機場

の規模と灌概面積に応じて年間2万円から15万円

の範囲内で謝礼が支払われる。これらの経費や揚

水機の電気料，維持管理費用，土浦市外十五ヶ町

村土地改良区への賦課金も含めて10aあたり

12，OOO円が徴収され，その半分が管理委員会に交

付される。1975年に合併したのは，行政側からの

指導があらたためでもあるが，すでに老朽化して

いた施設を今後近代化するための費用として補助

金を得る資格が得られるようになることや，独自

の揚水機では能力が小さく水不足をきたすように

なったことなどが，合併の理由としてあげられる。

今後の課題としては，農業の後継者少なく，どの

ようにしてこれから施設を管理し，更新するか，

米の前途が1蚤しく農家に不安をあたえていること

などがあげられる。

v　河川灌潮システムと溜池灌激システム

　　の変化

　v－1　河川灌潮システム

　河川灌概システムは灌概面積からいって日本で

も最も重要なものである。その事例として割⊥1県

東北部に位置する黒部川扇状地の灌概システムを

取り上げ，その構造と変化について検討すること
にしようユ0）。

　黒部川扇状地の大部分の灌概用水は，扇頂部の

愛本堰堤で取り入れられ，右岸地域には黒東用水

路（灌概面積5，130ha）によって，．左岸地域には

黒西合口用水路（灌概面積2，260ha）を通して配

水されている。愛本堰堤におけ，る最大取水量は代

掻時の81，014㎜2／sec．であり，この水量が灌概面

積の割合に基づいて右岸地域67，左岸地域33の比

率で分けられた。

　黒東用水路からは舟見野と下山，椚山，青木，

飯野，板屋の7つの幹線用水路に，黒西合口用水

路からは三ヶ，若栗，荻若，合，吉田，飛騨の6

つの幹線用水に配水された。右岸地域と左岸地域

にそれぞれ3つの低落差の発電所が設けられてお

り，主要水門は水位の変動に対処するように自動

化されていた。幹線用水路は近年の圃場整備事業

によってすべて改修されており，水量も十分であ

ることから，特別な水利慣行による水利規制はみ

られなかった。

　幹線用水路からは，さらに支線用水路が分岐し

ており，これは1970年代に実施された圃場整備事

業によって新設されたもので，幅O．3～O．6m，三

方コンクリート製で，原則として200m閻隔で延

びていた。そして，支線用水路に設けられた水口

から自然流入によってそれぞれの水田に直接農業

用水が入った。支線用水路も幹線用水路もともに

土地改良区によって維持管理されており，受益者

が部分的に江湊いを行ったり，日常的な水門操作

や水量の調整を適宜行っていたにすぎない。

　黒部川扇状地では愛本堰堤における取水から末

端の用水路に至るまでの統一的・近代的灌概シス

テムが完成している。したがって水不足におちい

ることもなく，かつての冷水害も現在では軽減さ

れ，水利事情はきわめてよい。

　ところで，黒部川扇状地では江戸期に整備され

た右岸の8用水と左岸の7用水が，大正末期まで，

黒部川に設けた個々の取水口を起点に放射状に広

がっていた。この取水施設が不備であったために

十分な水量が確保できず，また黒部川出水のたび

に流された。上流と下流の取水量の差も著しかっ

た。このような状況は；大正末期から昭和初期に

かけての水力発電事業による右岸地域の7用水の
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黒部川扇状地における1940年頃の幹線用水路網と

灌概範囲

（黒部川用水合口事業誌と国土地理院発行5万分の1地形図により作成）

合口，それに次ぐ県営事業による左岸地域の6用

水の統合と扇状地全体の用水の統合，第2次世界

大戦後の幹線用水路改修と圃場整備によって実現

された（第3図）。

　M－2　溜池灌概システム

　溜池灌概システムの事例地域として，香川県西

部の丸亀平野を取り上げることにしよう。丸亀平

野のうち土器川左岸の大部分は満濃池によって灌

概されている。灌概面積4，600ha，貯水量1，540

万肌3の満濃池は，日本最大の農業単独目的の溜

池である。現在の灌概期間は6月！5日から9月18

日である。満濃池の水は網状に広がる用水路に分

かれながら全長糸勺20kmを流れ下り，流域の水田

ではこの水を利用して田植が行われる。これを定

期配水とよぶ。これが終了すると満濃池はいった

ん閉じられ，それ以降は用水必要量の要求に従っ

て配水されることになり，これを臨時配水とよぶ。

池の水が8．18mg深さにまで減少した場合には，

満濃池に近い南部の15集落の専用用水となり，番

水によって8昼夜で一巡するように配水される。

これを揺証文（ゆるしょうもん）とよぶが，香川

用水からの給水が行われる今日では実施されてい

ない。

　土器川左岸地域の扇央部から扇端部にかけて

は，独自に貯流した水を満濃池の水と併用するい

わゆる子池が多く分布し，その数が58に達する。

子池の中にはさらに孫池に用水を供給するものも

あり，買田池はその代表的なもので，22の孫池と

438．7haの灌概面積をもつ。現在は満濃池灌概地

域における調整池としての役割を果たすのみで，

かつてのように厳しい水利規制を及ぼす存在では

なくなった。

　子池の1つの善通寺市の村上池の灌概地域をみ

ると，46haの受益地が，4つの聞（ゆる）から

延びる支線用水と出水とよばれる5つの湧水から

の水路の灌概範囲によって13の地区に分けられ，

これが水利運営の単位となっている。第2次世界

大戦まで田植時期には2人の水番が，耕作反別の

多い農民の水田から順に，昼夜を問わず配水した
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第4図 香川県丸亀平野の溜池灌概
（満濃池土地改良区と土器川右岸土地改良区連合，聞き取りにより作成）

り，常時自由に溜池から引水できる特権をもつ水

田が存在したり，さらには池の残水を受益者が総

出で足踏水車で汲み上げたりしたが，現在ではど

の水田も常時十分な水量が得られるようになっ

た。村上池自体の存在意義も低下し，1990年には

池の3分の1が埋め立てられ，市の体育館建設用

地とされた。また，1987年まで村上池土地改良区

として水利運営にあたっていたものが，周辺の9

土地改良区と合併し，善通寺土地改良区となった。

　満濃池灌概地域の近年における水利改善は，

1959年の堤防かさ上げによる貯水量の増大，1969

年の幹線用水改修事業，さらに1975年から香川用

水から補給水が得られるようになったことにより

実現した。ことに吉野川の水を池圧1ダムから分水

する香川用水の完成は，丸亀平野の農業水利に大

きな影響を与えた。

　土器川右岸地域も大窪池や仁池を初め多くの溜

池によって灌概され，それらは古くから土器川か

らも取水して貯水してきた。それでも水量は不十

分で，溜池受益地では水不足に悩み，厳しい水利

慣行がみられた。！956年に土器川右岸用水改良事

業によって，土器川に近代的な大川頭首工が設け

られ，飯野幹線によっそ諸溜池に給水されるよう

になった。さらに香川用水の完成によって，水利
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事情は格段に改善された。右岸地域は個々の溜池

や出水の水利組織が，19453年に組織された土器

川土地改良区連合によって統括されている。香川

用水の完成によって，丸亀平野全体がより大きな

施設の機能が及ぶ範囲あるいは組織に統合された

ことになり，これによって内部の複雑な水利関係

が解消されつつある。

V　灌潮システムの統合化とその意義一むすびに

　　かえて一

　これまで述べた湖沼・河川・溜池灌概システム

の変化を，その空問的側面に着目して模式化した

ものが第5図である。この図に示された水利空間

とは，農業水利という機能で結びつけられた空間

的な広がりであり，具体的にはある水利施設を申

枢とする機能範囲（灌概範囲），または水利施設

の受益者によって構成される水利組織，さらに水

利慣行の範囲によって画定することのできるもの

である。

　黒部川扇11犬地でみられたように，河川灌概シス

テムにおいては，かつてはそれぞれの用水が個々

に河川に取水口を設けており，取水の量や時期，

方法などをめぐって相互に対立していた。しかし，

水力発電事業や国営や県営の水利事業により取水

口が合併され，統合用水路から各用水に必要水量

が配分されるようになった。灌概用水の可不足を

めぐる問題が少なくなり，場所によっては複雑な

水利慣行も消滅した。流域全体を覆う水利空間が

形成され，既存の水利空間がこれに包摂された（第

5－a図）。

　溜池灌概システムの場合は，個々の溜池を中枢

施設とする水利空間の独立性は強く，限られた水

量のなかで厳しく制限された水利用が行われた。

満濃池のような大規模な溜池では，子池や孫池な

どがあり，より重層的な構造がみられた。この場

合も河川からの補給水を受け，流域全体に統一・的

に配水されることにより，水利事情は格段に向上

するとともに，より大きな水利空間のなかに既存

の水利空問が統合されて言った（第5－b図）。

　現在湖沼灌概が行われている地域では，かつて

は天水や湧水，そして場所によっては小規模な溜

池に依存する水田が多かった。早魅に備えて個人

で井戸を掘る農民もいたが，いずれも個々の水田，

あるいは数枚の水田が水利の単位で，それらが並

農業水利

事業以前

a）河jl1灌概システム b）溜池灌概システム ’C）湖沼灌灘システム

　　　鵠
　　　凱
　　　附ロロロ
　　　0回口凹口回
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Do　　ロロ

伊　。

　　↓

現在
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灌概システムの統合化
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存していた。その後湖沼灌概の発達で，湖からポ

ンプで揚水され，配水されるようになった。これ

まで細かい水利空間が並列していた状態から，よ

り大きな水利空間に統合されるようになった（第

5－C図）。

　このようにいずれの灌概システムの場合も，従

来の相互に独立した小さい水利空間が，より大き

な水利空間によって統合されたことが明らかに

なった。それとともに水利事情は格段に向上し，

農民自身が水を確保するために労力や時間も直接

投下することは少なくなり，その分を土地改良区

の賦課金や税金で肩代りさせるようになっていっ

た。もはや溜池や用水路などのような水利施設を

自分たちが運営しているという意識さえ希薄に

なってしまった農民もみられ，農業揚水が得られ

るのは生まれながらの当然の権利であると主張す

る世代の出現も遠くないように思える。この意味

では，水道や下水道，道路，鉄道など日常生活に

おけるさまざまな公共サービスと共通する面が多

い。

　この報告を作成するにあたり土浦市外十五ヶ町村土地改良区の小池五郎氏と谷田部小野川管理委員会の

佐藤一二氏，西谷田川管理委員会の島田達司氏と織恵正一氏，そのほか多くの農家の方々にお世話になっ

た。記して感謝申しあげる。

　なお，この研究のために平成3年度筑波大学学内プロジェクト研究「湖沼灌概の発達と灌概システムの

統合化に関する地理学的研究」による研究費の一部と，平成元年度福武財団研究助成「日本における灌概

システムの統合化に関する地理学的研究」による研究費の一部を使用した。
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